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１. は じ め に
政治, 行政における腐敗, 汚職は, 社会的に大きな関心を引きつける事
象であり, 日本においても, 造船疑獄 (1954年), ロッキード事件 (1976
年), リクルート事件 (19889 年) などを代表的なものとして, 多くの報
道, 調査, 著作がなされてきている｡ しかし, 腐敗に関する学術的研究は
必ずしも活発ではない｡ とくに, 日本においては, 社会的関心の高さと比
べて, 関連学問分野 (政治学, 行政学, 法律学, 社会学, 経済学, 人類学
など) における研究は, 今日に至るまで, 低調と言ってよいだろう
(１)
｡
外国においても, 腐敗の研究は, 各学問分野の中心部分ではなく, 一部
の研究者によって取り組まれてきたという性格が強いようである｡ ところ
が, 1990年代半ばころ以降, 欧米を中心に外国においては, 腐敗の研究
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の最後から今日までに, 大部のあるいは４巻本の, 腐敗に関する論文選集
が編集されていることによく現れている｡ ハイデンハイマー (Arnold J.
Heidenheimer) とジョンストン (Michael Johnston) の編纂による Political
Corruption―Concepts & Contexts, Third Edition (2002)
(３)
は, 従来, ハイデ
ンハイマー (第１版) 及びハイデンハイマーと共編者 (第２版) によって
編纂されていたものの第３版の性格であるが, 48編の論文が収録されて
いる｡ そして, ウイリアムズ (Robert Williams) が全体の編集を行った
The Politics of Corruption (2000)
(４)
は, ４巻本であり, 各巻にそれぞれ, 28
編, 23編, 33編, 29編, 合計で113編の論文が収録されている｡ この選集













まず, ｢腐敗｣ の定義について議論があるので, それを示し, その議論
の背景について考察する｡ 次いで, ｢腐敗｣ は古代から見られるが, 今日
までの歴史の中で, 注目すべきところを４点あげる｡ そして, ｢腐敗｣ の
古代からの代表的なものは ｢賄賂｣ であるが, 今日では, 多様な様態が見
られることを指摘し, それについて, 若干のコメントを行いたい｡































る｡ 今日において広く用いられている ｢腐敗｣ の一般的な定義は, ｢公職｣
の職務に注目し, それを私的な利得のために乱用するというものである｡
腐敗に関する国際的な非政府組織であるトランスペアレンシー・インター
ナショナル (Transparency International, TI｡ 以降, 適宜, TIと呼ぶ) が
示している ｢委託された権力の私的な利得のための乱用｣ (｢the abuse of
entrusted power for private gain｣)
(６)
は, 公職の代わりに ｢委託された権力｣
を用いているが, 簡潔な表現である｡ 1960年代に, ナイ ( J. S. Nye) が提
示した, ｢私的 (個人的, 近親の家族, 私的な集団) な考慮による金銭的
または地位的な利得のために, 公的な役割の公式の任務から逸脱する行動,
あるいは, 私的な考慮による影響力の, ある型の行使に向けて規則を破る
行動｣ (｢behavior which deviates from the formal duties of a public role
because of private-regarding (personal, close family, private clique)
pecuniary or status gains ; or violates rules against the exercise of certain
types of private-regarding influence｣) という定義
(７)
は, 今日の一般的な定義
に向けて広く影響を及ぼした, 代表的な定義の例である｡ しかし, この一
般的に用いられている定義は, ｢公職｣ に注目し, 行動に焦点を当てた現
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現代的な ｢腐敗｣ の定義に関して議論が続くには, ２つの背景があると
考えられる｡ １つは, 現代的な定義には, とくに, 政治的腐敗 (行政的あ
るいは官僚制的腐敗と対比して) を識別するについて, あいまいさがある
ことである｡ いま１つは, 古典古代のギリシャに淵源をもつ ｢腐敗｣ の古
典的用法があり, その用法が喚起されることがあることである｡ 順に見て
いきたい｡
まず, 20世紀のとくに半ば頃以降, ｢腐敗｣ の研究が進められる中で,
｢腐敗｣ の定義が示されていき, ハイデンハイマーがそれらを３つの種類
に分類したが, それはその後広く引照された｡ すなわち, ①公職を中心に
おいた定義 (Public-Office-Centered Definitions), ②市場を中心においた




は, ①の代表例であり, TIの定義は, ①の簡潔な表現の例である｡ ①で
は, ｢公｣ と ｢私｣ の区別を行い, ｢乱用｣ (ナイの定義であれば ｢逸脱｣)
といった用語を用いているが, 公私の境界, ｢乱用｣ の基準は, 明確化す
ることが容易でないことがある｡ ｢腐敗｣ は道義的に非難される行為であ
るので, これらのあいまいさから, ある行為が ｢腐敗｣ かどうかを定義に
よって識別するのに争いが起こる可能性がある｡
そこで, 法的基準でこれらを明確にする定義が提起される｡ ナイの定義
も, ｢公式の｣ とか ｢規則｣ という用語を用いており, 法的基準で明確さ
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提案がされる
(９)
｡ さきのハイデンハイマーの分類の③である｡ しかし, ｢公




注目されたのは, ローズ＝アッカーマン (Susan Rose-Ackerman) などが
示した本人代理人理論 (principal-agent theory, agency relationshipを単位
とした枠組み) を用いた定義である｡ 本人 (上司) から委託を受けた代理






いて, ｢公｣, ｢私｣, ｢乱用｣, ｢利得｣ などの内容を明確化し, 操作化すれ




しれない｡ しかし, 政治的に不安定で法的秩序が揺らいでいるとか, 政治
的対立が厳しい状況などでは, ｢公｣, ｢私｣ など, さきのような用語があ
いまいさをもち, それらを明確化し, 操作化することが困難であることが
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とである｡
すなわち, 古代ギリシャにおいて, 政体について ｢腐敗｣ した形態とい
う類型化が行われた｡ アリストテレスは, 王制の逸脱したものを ｢僭主制｣,





るいは政治一般の ｢倫理的退廃｣ を ｢腐敗｣ と呼ぶ用法をその後に伝えた
のである｡ マキャベリ, ルソーなどが継承していることが引照されるが,
モンテスキューの 『法の精神』 でみると, 同書の第１部, 第８編は, ｢三
政体の原理の腐敗について (De la Corruption des Principes des Trois





を対象とし, 操作的な定義を目指しているのに対し, 古典的用法は, とく





たない｡ しかし, 立憲主義により君主の権力も制限を受け, 官僚制におい
て, 限定された権限による職務遂行という制度が確立することにより, 公






































が広く, あいまいであるが, ｢腐敗｣ とは何かを定義するについて, 呼び
起こされ, 影響を及ぼす概念として継承されてきているのである｡
現代的用法と古典的用法は異なり, また, ｢腐敗｣ の定義には多くのも









では, さきに見たような２つの背景に基づきつつ, ｢腐敗｣ の定義につい
て, 議論が続いているのである｡ とくに②の規範に関わる相違が議論の論
点といえよう｡
ひるがえって, 日本では, ｢腐敗｣ についての学術的研究は低調であり,
｢腐敗｣ の定義をめぐっての議論は見られない｡ これは, 日本では, 古典
古代に淵源をもつ ｢腐敗｣ の古典的用法はよく継受されず, ｢腐敗｣ とい
う概念に関心がもたれてこなかったことが一つの大きな要因ではないだろ
うか｡ 日本においても, ｢腐敗｣ に当たる現象は, 社会的, 政治的に広く
関心を集めてきた｡ 戦後の, 昭和電工疑獄, 造船疑獄, ロッキード事件,
リクルート事件などは, とくに顕著なものである｡ しかし, それらの多く
論
説
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の ｢腐敗｣ 事件は, 汚職, 疑獄, 賄賂, スキャンダル, 不正, 談合など様々
な用語で表現され, やや個別に対処され, それらに共通する性格を ｢腐敗｣
と呼んで, その理解, 解明, 克服などに取り組むという志向は見られない
のである｡




｢腐敗｣ の古典的で代表的なものが ｢賄賂｣ であることには広い共通認
識がある｡ そして, ｢賄賂｣ は, 古代から現代まで, 世界の各地に広く見
られる｡
ヌーナン ( John T. Noonan, Jr.) が1984年に著した浩瀚な 『賄賂
(Bribes)』
(17)







他方, ｢賄賂｣ は漢語で, 賄賂が今日のような意味で使われた用例は,
『春秋左氏伝』 (以下, 『左伝』 と呼ぶ) に見られるという｡ 『左伝』 の著さ
れた時期は明らかでないようだが, 遅くとも紀元後１世紀頃には, 今日に







































また, 聖徳太子が作ったとされる憲法17条 (604年) の第５条には, ｢……
この頃訴えを治むる者, 利を得て常とし, 賄を見てはことわりもうすを聴




もっとも一般的な単語は ｢ドーラ (dora)｣ であり, ｢贈り物｣ という意味
をもつという
(24)
｡ 他方, もっともよく ｢腐敗｣ と訳されるギリシャ語は
diaphthoraである
(25)






｢賄賂｣ は今日, 世界各国で広く見られており, ｢賄賂｣ は文字通り,
いわば古今東西いたるところに見られ, 広く非難される現象とされている｡
しかし, 古代においては, ｢賄賂｣ は交換あるいは互酬性のもとにある
｢贈与｣ であり, それらは, 交際に際して求められるあるいは望ましい行
為であった｡ ところが, 交換あるいは互酬性のある贈与のうち, 特定の性
格のものが, ｢賄賂｣ として非難されるようになったのである｡
ヌーナンは, 多くの古代社会において ｢贈与｣ は, 見知らぬ者と平和的
な関係をもつための方法であり規範であったが, そのうちの特定の性格の
ものが, 非難されるようになるについて, ２つの概念があったという｡ １
つは, ｢寡婦や孤児｣ のような贈与をできない無力な者の保護者である者
が, ｢贈与｣ から影響を受けるような行為をしてはいけないこと, いま１








影響を及ぼしたようで, ｢賄賂｣ ひいては ｢腐敗｣ は, 道義的, 倫理的に
非難される行為あるいは現象と見られてきているのである｡
中国の ｢賄賂｣ についても, ｢賄｣ は人に贈ることが原義であり, 事後
の謝礼を ｢賄｣ といい, それは礼という規範であったという｡ ｢賂｣ は人
に遺贈するものであり, もとは賄賂性のものでなく, そのような賄賂性で












した ｢賄賂｣ は, 今日に至るまで, 各国, 各時代において様々の展開を経
てきたと考えられる｡ そして, 今日では賄賂だけでなく, ほかの様態のも




































なお, ウエーバーが, 近代官僚制について, 国家だけでなく企業経営な
どにおける展開も見ているところから示唆されるように, 腐敗の現代的用







19世紀に, 選挙をめぐる腐敗が問題となり, 曲折を経て, 1883年に, 画
期的とされる ｢腐敗及び違法行為防止法 (Corrupt and Illegal Practices
Act)｣ が成立した
(31)
｡ 同法は, 買収, 供応, 威迫などの行為を禁止するとと
もに, 選挙費用の上限, 使用方法, 会計管理について定め, それらの規制
に反したものに厳しい罰則を科す内容であった｡ イギリスでは, この法律
ののち, 選挙をめぐる腐敗は激減したといわれている｡
しかし, その後, 代表制民主主義をとっていった各国において, 選挙さ
らには選挙と選挙の間の政治活動に関して, 腐敗が課題となり, 各国にお
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第三は, 第二次大戦後のアジア, アフリカ, ラテンアメリカの新興国に
おける腐敗問題である｡ 戦後の欧米の腐敗研究では, 発展途上国で顕著に
なった腐敗への問題関心が大きな部分を占めることになった｡ そして, の




よって, 腐敗の現代的用法の制度的基盤が成り立っていた｡ ｢腐敗｣ の内
容は明確になってきていたのである｡ その基準に照らしたとき, 発展途上





その後, アジア, アフリカ, ラテンアメリカの諸国は多様な発展, 変化
















































以上, 腐敗の歴史に関して, ４点を見てきたが, これらの歴史を経て,
今日の腐敗問題は一層の複雑さを増しているように思われる｡ そして, 腐
敗の様態も, 古代以来の ｢賄賂｣ のほかに, 様々なものが見られるように
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賂｣ はすでに見たように基本的に ｢交換｣ の形をとるものである｡ 何らか
の便宜を得る (与える) ことと交換に ｢賄賂｣ を贈る (受ける) のである｡
しかし, 予算の不正な支出とか横領は, ｢交換｣ の形ではなく, ｢賄賂｣ の
型に当てはまりにくい｡ 情実任用とか, 公職から得られる情報を用いたイ
ンサイダー取引的な利得なども同様である｡ これらはいずれも, ｢公職の
私的な乱用｣ という標準的な現代的な用法に適合するが, さらに, 現代的
用法ではよくとらえられない ｢腐敗｣ の様態があるかもしれない｡ 例えば,
選挙における不正には様々なものがあるが, ｢公職の私的な乱用｣ という
定義ではとらえられないものもあるのではないだろうか｡
｢賄賂｣, とくに金銭の ｢賄賂｣ は, 今日でも, 一般的な腐敗の様態で
ある｡ そして, ｢腐敗｣ についてもっともよく思いおこされるものだろう｡
しかし, ｢賄賂｣ の形に収まらない多様な ｢腐敗｣ の様態があることを認
識しておくことが必要なのである｡




る｡ 腐敗の現代的用法に基づきそれを厳格に適用すれば, 車, 電話, コピー
機の私的利用とか, 許可なく勤務を短く切り上げることなども ｢腐敗｣ で
ある｡ これらのような些細なことについては許容されたりするが, ｢腐敗｣
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とに売却して利益を得るのは ｢正当な汚職｣ であり, 賭博者を脅して金を
















たとき, 有権者に渡す金は bribe (賄賂) と呼ばれた｡ 候補者が有権者に
｢賄賂｣ を贈るのであり, 従来からの ｢賄賂｣ と同様に道義的に非難され
るものと考えられたのである
(38)
｡ しかし, 選挙の場合は, ｢賄賂｣ を贈る方
は ｢公職者｣ の候補者であり, のちに ｢公職者｣ になる者も多いのである｡
従来の ｢賄賂｣ を贈る者が多くは私人であり, 受け取る方が ｢公職者｣ で
あるのとは異なる｡ また, 選挙における腐敗は, 公的な決定への影響力の
配分に対する不当な関与という面が注目されている｡ 従来のあるいはほか
の様態の腐敗と異なる性格があるように思われる｡
以上, 腐敗の様態に関して, ３点を取り上げたが, 腐敗の様態について
論
説





のが困難である｡ そのため, 従来の腐敗の研究は, 露見した事象, 摘発さ
れた事件, 伝聞, 当事者あるいは事情に通じた者からの聞き取りなどによ
る情報に基づき, 先行研究あるいは関連研究を用いたり, 理論を援用した
















































(Paolo Mauro) の研究は, Business International (BI) (現在は, The




を広げた画期は, 1995年に発表された TIによる CPIの開発である｡
TI (Transparency International) は1993年に設立された腐敗に関する国
際的な非政府団体 (non-government-organization) であるが, 設立から２
年後の1995年に腐敗の認知に関する調査データを合成した腐敗認知指数
(Corruption Perceptions Index, CPI｡ 当初は, Corruption Indexと呼んで
いた) を発表し, 大きな反響を呼び, 発展途上国の政治に影響を与えると
ともに, 腐敗に関する数量分析を簇生させていったのである｡










になる調査を増やしたり, 入れ替えたり, また, 合成の方法に修正を加え
るなどしつつ, 対象国を増やし, 毎年, 指標を発表し, 今日に至っている｡
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の実証研究に広く用いられていったのである｡
なお, 2012年の CPIは前年 (2011年) から大きな修正を行い, それを
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意識とか慣行に関わるところもあり, 腐敗の原因としてはやや間接的な性
格があるもので, 容易に変化しにくいところもあり, それらに対処する改
革は長期的な視点が必要になる｡ 第２と第３は, 制度に関わるもので, 第
２は, 腐敗の機会と誘因に影響を与えるもの, 第３は, 腐敗の規制と抑制
に関わるものである｡ 腐敗の当事者の立場から, 原因を, 当事者が期待す
る期待便益 (expected benefit) に関わるものと, 当事者が予測する期待
費用 (expected cost) に関わるものに分ける整理が行われることがあるが
(44)
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あげたが, 腐敗の原因として, 容易に変わりにくく, また, 地域に特徴的
な要因が指摘されてきているのである｡
④第４は, 経済発展の程度である｡ 経済発展が低いと腐敗が多いという
指摘である｡ これは, 文化的要因とか意識の面の要因ではないが, 歴史的
























































り, 腐敗による利得の価値に影響を与える要因である｡ つまり, 政党, 政
治家の資金需要が高まると, 腐敗によって得られる利得の価値は高くなる
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(３) 規制と抑制に関わる要因
(２) であげたものは, 腐敗の ｢期待便益｣ に関わるところが大きいが,
ここであげるものは, 腐敗の ｢期待費用｣ に関わるところが大きいもので
ある｡ そして, (２) と (３) のいずれも, 制度によってその大きさなど
が変化すると考えられるが, (２) に関わる諸制度は, 腐敗への関心が中
心的でない (例えば, 給与などの処遇に関する制度は, 腐敗のレベルへの
影響ではなく, 政治家, 行政官の処遇に関して考慮すべき枠組み, 基準な
どによって定められると考えられるなど) のに対し, ここで取り上げるも
のは, 腐敗への対処が比較的大きな比重をもって検討される諸制度といえ
よう｡ そこで, 腐敗に対処する改革に際してあげられやすく, 次節で見る
｢改革｣ で取り上げるものと重なるところがある｡
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代表制民主主義における競争的選挙は, 政治的リーダー間の競争により,
相互監視の働きをもち, また官僚制を統制する動機を与えられ, これらか
ら, 腐敗の露見を容易にし, 腐敗を抑制するとされる｡ しかし, これにつ
いては, 腐敗的な方法で選挙の競争力を高めて, 腐敗的な政治家が生き残
ることがあるなど, 反論もあり, また, 選挙制度によって異なることも指
摘されている
(54)
｡ また, (２) で取り上げた, 政党財政, 選挙費用は競争的
選挙を背景としており, 腐敗を促す要因である｡
メリット＝システムの公務員制度は, アメリカの19世紀における公務







政府財政を私的に用いる (横領など) のは腐敗の１つの様態であり, ま
た, 政府財政への統制力を用いて, 賄賂を取得するなどは広く指摘されて
いる腐敗の１つの様態である｡ 予算会計制度は, これらを防止し, 抑制す
る機能をもつ｡ 腐敗を露見させる可能性を高めるからである｡
財政に関することに限らず, 政府の諸決定などに関し, 情報が公開され



















































































新興国で腐敗が多く, それらが批判される中で, 1960年代を中心に, 腐
敗は近代化の過程において, 経済成長と政治的発展に資する機能をもつと
の主張がなされた｡ 機能主義者 (functionalist) と呼ばれた人たちである｡




が考えられる｡ そして, 行政の能力が高まり, 発展に必要な投資, 施策が
有効に行われる｡ また, 賄賂などにより, 資金が, 投資に必要な分野に振
り向けようとする人たちの手に渡り, 投資を促し, 経済発展に益する｡ こ
論
説











な影響を与えるかが焦点であった｡ その後も, 一般的に, 腐敗が経済と政
治の機能にどのような影響を与えるかに, 関心はもたれていった｡ そして,















る｡ 腐敗があると, 規制とか事業などにおいて, 基準が軽視され, それら
の質が低下する｡ 規制とかインフラの質が低下すると, 投資の環境として
は悪くなり, 投資が抑制される｡ 腐敗は, 競争を阻害するので, やはり,
事業などの質が低下する｡ 投資の中でも, とくに外国からの直接投資は,
投資者にとって, 賄賂は追加コストであるし, そのような国は投資環境に
も問題があるので, 投資が抑制される｡ これらなどから, 経済の成長は抑
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もなる｡ そうすると, 経済の低迷が腐敗を増加させ, その腐敗の増加が,




間にほぼ一貫した相関 (マイナスの相関) が見られ, 腐敗は経済成長を阻
害するとの認識が一般的となったのである｡
政治的発展に対する影響については, 実証分析に用いる従属変数に当た
るものが, 経済の場合に比べると, 適切なものが得にくく, 実証分析を通
じての共通認識は経済の場合のようには進展していないようである｡ しか






重要なものとして指摘されてきている, 正当性 (legitimacy) を害するこ
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腐敗は倫理的に非難される行為あるいは現象であり, 政治, 経済, 社会
などへの具体的な害について十分な考慮を払うまでもなく, 批判されるこ
とも多い｡ 腐敗を害悪として, その根絶を追求するような志向の人たちが
道徳主義者 (moralist) と呼ばれることもある所以である｡ しかし, すで
に見てきたように, 経済, 政治に現実に悪影響を及ぼすとの認識が一般化




れていたのが, 90年代以降, 各国で広汎な腐敗が見られ, それらへの対
処, 改革が求められることになった｡ そして, 先進民主主義国, 発展途上
国のいずれにおいても腐敗が問題となるとともに, 経済などのグローバル
化により, 腐敗が国際的な関心の対象となり, OECDの ｢国際商取引に
おける外国公務員に対する贈賄の防止に関する条約 (Convention on
Combating Bribery of Foreign Public Officials in International Business
Transactions)｣ が, 1997年に署名されたり, 国連総会で, ｢国連腐敗防止
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TIの CPIは, 腐敗に関する実証分析を進展させるなど, 大きな影響を
及ぼしてきているが, 各国の腐敗の程度を一次元の尺度で測定し, 示して
いる｡ しかし, 先進民主主義国の腐敗及び発展途上国の多様な諸国の腐敗





政治家, 行政官の資産開示 (financial disclosure), 利害相反 (conflict of
interest) 規制, 公益通報 (whistleblowing) の諸制度が導入されたり, 強





る｡ 公益通報制度は, 政府だけが対象ではないが, 不正などを通報した者
を保護することによって, 不正事案の露見を容易にするものである｡
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しかし, 同時に, 腐敗の事象の複雑さ, 腐敗というテーマの複雑さも感






また, 腐敗の定義をめぐっては議論があり, さらに腐敗には, 古典的で





術的探求の課題, 対象, 方法などが必ずしも明確でなく, それらを明らか
にしつつ研究を進めていく必要があるように感じられるのである｡







うか｡ 病理現象なので, 実践的には改革, 改善のために解明が求められる
が, 学術的には, 補足的, 補完的な分野と見られているということである｡
しかし, 政治, 行政など, 公的な領域の現象の中で, 腐敗は, その程度
の大小, 様態の種別は様々であっても, ほぼ恒常的な事象だろう｡ TIの
論
説
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CPIでも, ｢100｣ の国・地域は見られないのである｡ そうであるならば,
腐敗は公的領域の現象 (さらには企業などについても) の一部であり, 公
的領域の現象を理解する一環として, あるいはその理解を支えるものとし
て, それに関する的確な知見が必要だろう｡ また, 腐敗に関する研究は,
多くの学問分野からアプローチされるとともに, 学問分野を超えて, 多角
的に探求されることによって, より的確な成果が得られる可能性があるよ
うに思われる｡ このように考えられるならば, 各学問分野で, 腐敗をより
中心的なテーマとして研究することが望まれるように思われる｡
注
(１) 日本における腐敗の研究について, 拙稿 ｢政府への信頼低下と腐敗の
研究｣ (総務省大臣官房企画課 『行政の信頼性確保, 向上方策に関する調
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